
第１回目 開催期間

６月１日（月）～６月１４日（日）

９月２８日（月）～１０月１１日（日）

第２回目 開催期間

第３回目 開催期間

令和９年 １月２５日（月）～２月７日（日）

使用

テキスト

① 講習会用テキスト（受講者全員に配布します。）

② 公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版

　￥６,４００（税込・受講者特別価格）

③ 建築改修工事監理指針　令和７年版（上巻）

　￥９,３００（税込・受講者特別価格）

④ 建築改修工事監理指針　令和７年版（下巻）

　￥８,８００（税込・受講者特別価格）

＊ ②～④ は電子ブック版あり、価格は同じです。

受講料

会　員：￥１１,０００（税込）

非会員：￥１２,１００（税込）

（使用テキスト①を含む）

＊ 会員・非会員についてはホームページをご確認ください。

建築改修工事技術
定期オンライン講習会

令和８年度

令和７年版「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」と

「建築改修工事監理指針」についての講習会です。

改修のプ
ロとして

必携の図
書！

いずれの期間も同じ内容の講習を配信します。

＜ 期間中、お好きな時間にアクセスして、自由に受講いただけます ＞



インターネット
申込み

（WEBカメラ使用）

お支払い テキスト
受領

受 講
（WEBカメラ使用）

スマホ、タブレットでの
お申込み・受講はできません

マイページから請求書を
ダウンロード

講習会開始10日前から
順次発送します

お好きな日時にログインし
視聴してください

ー お申込みから受講までのながれ ー

＊ お支払いや請求書についてはホームページをご確認ください。

詳細・お申込みはホームページをご覧ください。
BMMC 講習会

８章（耐震改修工事）　90分

１節では耐震改修の目標、２、１２節では耐震改修でよく用いられるあと施工アンカーや連続繊維、

５～１１節では、近年問題となっている暑中コンクリート、２１節以降の耐震改修工法では、RC造壁増設、

柱補強、制振改修、「改修標仕」以外の構造体、非構造部材の耐震改修について解説します。

施工上の留意事項等について詳しく解説するため、以上の節・項に限定しています。

５章（建具改修）、７章（塗装改修）　90分

５章ではかぶせ工法等の改修工法の特徴や施工上の注意点、防火戸の法改正、各建具の性能、シャッターの

種類と危害防止装置等について、７章では乾燥硬化機構の種類と特徴、既存塗膜の劣化現象と原因、除去方

法、各下地面の下地調整や既存塗膜と改修塗料との相性等について解説します。

１章（各章共通事項）、３章（防水改修）　90分

１章では現場専任制度、発生材の処理、石綿含有建材の調査等について、３章では既存下地の処理、各防水

改修工法で使用する材料や工法の特徴等について解説します。

（一社）建築開口部協会
（一社）全国建設業協会
（一社）全国タイル業協会
（一社）全国中小建設業協会
全国ビルリフォーム工事業協同組合
（公社）全国ビルメンテナンス協会

（一社）全国防水工事業協会
低圧樹脂注入工法協議会
日本外壁仕上業協同組合連合会
（一社）日本建設業連合会
（一社）日本建設あと施工アンカー協会
日本建築仕上材工業会

（公社）日本建築士会連合会
（一社）日本建築士事務所協会連合会
（公社）日本建築積算協会
（一社）日本建築板金協会
（一社）日本左官業組合連合会
（一社）日本サッシ協会

日本樹脂施工協同組合
（一社）日本タイル煉瓦工事工業会
（一社）日本塗装工業会
（一社）日本ビルヂング協会連合会
（公社）日本ファシリティマネジメント協会
（公社）ロングライフビル推進協会

後援

協賛
（予定）

国土交通省　　　（一社）公共建築協会　　　（一財）建築コスト管理システム研究所　

一般財団法人 建築保全センター
kousyukai@bmmc.or.jp

　令和７年度には、「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」改定と「建築改修工事監理指針」改

訂の講習会をそれぞれ開催しましたが、今回は、改定等以外に両図書の位置付けの違いや関係、また法

令改正や改定等が無かった部分でも改修工事の品質に関わる重要な事項等については説明します。

　今回の講習プログラムは、各改修工事での既存撤去や下地の処理、改修工法の選択方法、施工上の留

意事項等について詳しく解説するため、１章・３章・５章・７章・８章（一部）に限定しています。

　今回のプログラムに入っていない章および節は、令和９年度の定期講習会で説明する予定です。

※ 視聴は1度限りです。視聴を中断した箇所から再開となります。
※ 動画は倍速視聴や戻ることはできません。


